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題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。
田 中 行 夫

Ｐ１～Ｐ５　　2011年度京都労働学校・市民英会話教室・4月パソコン教室受講生募集案内
Ｐ６　　　　　2011年度緊急人材育成・就職支援基金事業「オフィス人材育成科」案内
Ｐ７　　　　　2011年度春の公開セミナー案内・第9回新公益法人制度検討委員会報告
　　　　　　　府市民教室「幕末維新への招待」教室紹介他
Ｐ８　　　　　2011年度大原百井の里農業体験・園芸の栽培講座受講生募集案内

第326号

２０１１年度
春　　期

募
集
人
数
　
十
～
六
十
名

受
講
料
　
八
百
円
～
四
万
七
千
円

休
講
日
　

　
祝
日
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク（
四

月
二
十
九
日
～
五
月
五
日
）、夏
期
休

暇
中（
八
月
二
日
～
八
月
三
十
一
日
）

受
講
資
格

　
十
六
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
（
全
日
制
の
高
校
生
を
除
く
。）

受
付
期
間

　
三
月
四
日
か
ら
定
員
に
な
る
ま
で

　（
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
。）

受
付
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時

　
土
曜
日
は
午
後
五
時
ま
で

受
講
手
続

　
直
接
当
学
園
に
お
越
し
く
だ
さ
り
、

所
定
の
受
講
申
込
書
に
所
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
 学
 式

　
四
月
四
日（
月
）

　
午
後
六
時
～
六
時
半

募
　
集
　
要
　
項

英会話授業風景

　
  社
会
人
の
基
本

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」の
す
べ
て
開
講

新
講
座

京
都
労
働
学
校
受
講
生
募
集

京
都
労
働
学
校
受
講
生
募

京
都
労
働
学
校
受
講
生
募
集集
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厳
し
い
雇
用
状
況
が
続
く
な
か
、

京
都
労
働
学
校
で
は
、
実
務
に
役
立

つ
講
座
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

勤
労
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
社
会
人
の
基
本

　「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
の
す
べ
て

　
仕
事
に
慣
れ
て
く
る
と
、
つ
い
形

だ
け
に
な
り
が
ち
な
の
が
「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
」
で
す
。
こ
の
講
座
で
は

仕
事
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に

必
要
な
「
心
の
通
っ
た
」
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。
文
部
科

学
省
後
援
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

三
級
」
に
も
対
応
し
て
お
り
、
基
本

か
ら
実
践
ま
で
、
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
人
事
・
労
務
管
理
の
実
務
講
座

　
総
務
・
人
事
担
当
者
の
方
や
こ
れ

か
ら
事
業
を
起
こ
さ
れ
る
方
を
対
象

に
し
た
最
新
の
法
令
に
沿
っ
た
労
務

管
理
の
実
務
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
労

使
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
、

労
働
者
・
使
用
者
と
も
に
最
低
限

知
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
、

演
習
も
交
え
な
が
ら
体
系
的
に
学
習

し
て
い
き
ま
す
。

受講料（消費税含む）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目
受講料 　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月５日～７月１２日
※資料代５００円・テキスト代別途必要

―ビジネス能力検定試験対応―
ビジネスで必要とされるマナーとルール
をはじめ、仕事の基本、心のかよったコ
ミュニケーションの方法などを学びます。

１４回
（週１回）

新講座
社会人の基本「ビジネス
マナー」のすべて   （火）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月７日～７月１４日
※資料代５００円・テキスト代別途必要

―知っておきたい最新実務―
最新の法令に沿った人事・労務実務の基礎を、
演習を交えながら学習します。実務のポイントを
しっかり身につけたい方に役立つ講座です。

１４回
（週１回）

新講座
人事・労務管理の
実務講座　　（木）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月４日～７月１１日
※資料代５００円別途必要

―京の名脇役たち＜古代・中世＞―
歴史上の著名人の陰にひっそりと寄り
添う脇役たちにスポットをあてました。

１４回
（週１回）日本史講座（月）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月８日～７月１５日
※資料代５００円別途必要

京都の名所・伝統行事・芸術等につい
て、京都で生活していても普段は見る
ことのできない舞台裏をのぞきつつ、
京文化の神髄を存分に味わいましょう。

１４回
（週１回）

京ことば・京文化
講          座　（金）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月１１日～７月１１日
※資料代５００円別途必要

―文章力養成―
「正しさ」「分かりやすさ」「自然さ」「気配り」な
どを軸にした明快な説明を行い＜抵抗なく良
い文章を書き上げるコツ＞の体得を図ります。

１４回
（週１回）

日本語表現講座
（月）

受講料　２４,０００円
時　間　午後６時３０分～９時
日　程　３月２６日～６月７日
※テキスト代別途必要

―入門から日商簿記３級
　　　　　　　受験対策まで―
起業、就職、経理事務に役立つ簿
記の受験を目指します。

２０回
（週２回）

実 践 簿 記 講 座
（火・金）

受講料　１６,０００ 円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月５日～７月２６日
※資料代５００円・テキスト代別途必要

―採用から退職まで・
　　　　　　法律の基礎知識―
適正な労務管理を行うための、労働
法の基礎を学びます。

１６ 回
（週１回）

労働法入門講座
（火）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月６日～７月１３日
※資料代５００円・テキスト代別途必要

―基本から実務まで―
「これだけは知っておきたいこと」を中
心に、「知って得する上手な利用法」を
織り交ぜながら、実務に沿って学びます。

１４回
（週１回）

労働保険の実務
講　　　座　（水）

受講料　１１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月６日～７月１３日
※資料代５００円・テキスト代別途必要

―伝票処理から給与計算、
　　　　決算・納税手続きまで―
経理担当の方、経営者の方のため
の初心者向け経理実務講座です。

１４回
（週１回）

経理・経営の実務
講　　　座　（水）

受講料　１４,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月６日～７月１３日

―誰かのためにそして自分のために―
リラックスできる呼吸と発声を身に付け、
朗読の基礎を学びます。

１４回
（週１回）

読み語り・朗読教室
（水）

受講料　２２,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月６日～７月１３日
※テキスト代別途必要

―「ハングル」の読み書きを目指す―
言葉を学んで、韓国の文化と社会を
もっと身近に感じてみましょう。

１４回
（週１回）

韓国の言葉と文化
を 学 ぼ う 教 室
初級クラス     （水）

受講料　２２,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月７日～７月２１日（４月１４日休講）
※テキスト代別途必要

―生きた会話文を習得する―
韓国の社会を深く知るために、実践的
な韓国・朝鮮語を身に付けましょう。

１４回
（週１回）

韓国の言葉と文化
を 学 ぼ う 教 室
中級クラス     （木）

二
〇
一
一
年
度
春
期
　

京
都
労
働
学
校
受
講
生
募
集

新
講
座

　「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」、

　「
人
事
・
労
務
管
理
の
実
務
」

　
　
　
　
　
　
　
　
 を
開
講

　教養講座
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　英　会　話
受講料（消費税含む）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目

受講料　３６,０００円
時　間　朝 午前１０時～１２時
　　　　昼 午後１時半～３時半
　　　　夜 午後６時半～８時３０分
      （土曜日は夜間の授業はありません）
日　程 　４月４日～１０月３日
※テキスト代別途必要

外国人講師による日常会話を学ぶコー
スです。英会話が初めての方から、一
通り英会話をマスターした方まで、レベ
ルに合わせて入門から上級までのクラ
ス（約４０クラス）があります。

１８回
（週１回）

レギュラー英会話
（月～土）

受講料　４２,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４月５日～９月２０日
レベル　初級から中級前程度まで
　　　　（レベルチェック必要）
※テキスト代別途必要

海外旅行に必要な英語力や知識を
身につけるコース。入国時やホテル
の予約、レストランでの注文をする
際に必要となる具体的な会話を学
びます。

１８回
（週１回）

新講座
トラベル英会話

（火）
受講料　４７,０００円
時　間　午後７時～９時
日　程　４月６日～９月２１日
レベル　中級程度から（レベルチェック必要）
※テキスト代別途必要

ビジネス関連用語からＥメールや
書類の書き方まで、ビジネスシーン
で必要な英語を学びます。

１８回
（週１回）

ビジネス英会話
（水）

受講料　４２,０００円
夜間クラス（水）
　時　間　午後７時～９時
　日　程　４月６日～９月２１日
午前クラス（木）
　時　間　午前１０時～１２時
　日　程　４月７日～９月１５日
レベル　中級上程度から
　　　　　（レベルチェック必要）
※資料代別途必要

インターネット、ビデオ、ラジオ、テレ
ビ、新聞などの媒体を使い、聴き取り、
ディスカッション、そして自然なフ
レーズを使うことに焦点を当てなが
ら、英語力アップを目指します。

１８回
（週１回）

様々な媒体を
使って学ぶ

国際メディアの英語
夜間クラス　（水）
午前クラス　（木）

受講料　４２,０００円
時　間　午後７時～９時
日　程　４月１日～７月１５日
レベル　中級上から上級程度まで
　　　　　　　　（レベルチェック必要）
　　　　（TOEICスコア５００～７００点）
※テキスト代別途必要

７月下旬実施予定のＴＯＥＩＣ
試験を目標にスキルを磨くコースで
す。聴解力・読解力・語彙力などの
向上を図り、模擬テストで試験に備
えます。

１５回
（週１回）

ＴＯＥＩＣ受験
スキル向上コース

（金）
試験日７月２４日（日）

受講料　２２,０００円
時　間　午後７時～９時
日　程　４/８・２２、５/１３・２７、
　　　　６/１０・２４、７/８・２２、
　　　　９/９
レベル　初級～中級対象（レベルチェック必要）

ネイティブの人に近い英語を身につ
ければ、それに比例して聴き取り力
も向上します。日常会話には慣れて
きたけれど、日本語発音が強かった
り、聴き取りが苦手な方のスキルアッ
プに最適です。

９回
英 語 の 発 音 ・
聴 き 取 り 強 化

（金）

受講料　１１,０００円
時　間　午後２時～４時
日　程　４/１１、５/９、６/１３、
　　　　７/１１、９/１２
レベル　中級程度から（レベルチェック必要）

イギリスの民族・言語・歴史・文化を
探るシリーズ。６回目となる今回は、
イギリスを後にして海外の地で名を
馳せたり、影響力を発揮した人物の
足跡を尋ねてみます。

５回
（月１回）

レズリーさんの
イギリスおもしろ
教養講座   　（月）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４/８、５/１３、６/１０、
　　　　７/８、９/９
レベル　中級前程度から
　　　　　（レベルチェック必要）

元ジャーナリストのマイルスと一緒
に、有名な英語詩の一節を声に出し
て読んだり、英語で短い詩を作るこ
とを通して楽しく英語を学びます。

５回
（月１回）

新講座
英語俳句＆ポエム
―詩作と朗読―

（金）

受講料　２２,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月７日～７月１４日
※テキスト別途必要

―中国のことばと文化を学ぼう―
日常会話のトレーニングを通じて、
中国の文化、風習に触れ、中国語や
中国への理解を深めます。

１４回
（週１回）

中国語初級教室
　（木）

受講料　２２,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月７日～７月１４日
※テキスト・資料代別途必要

―美しく書くための理論と実習―
手書きの味わいを大切に，初歩から
実用書まで教えます。

１４回
（週１回）

実用ペン字教室
（木）

受講料　１４,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月８日～９月３０日

―毛筆で字を書く楽しさを味わいます―
書を通して自己を表現し、人間性と感性
を磨きます。

１８回
（週１回）書  道  教  室  （金）
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受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４/９、５/１４、６/１１、７/９、
　　　　９/２４（第４：現地学習を予定）
※現地学習時の保険代を含む。入場料は
別途必要
レベル　中級程度から
　　　　　　（レベルチェック必要）

海外での“ゲイシャ”のイメージは、
どのように作られてきたのでしょうか。
このコースは、まずステレオタイプと
いう観念から入り、西洋人が持つ
“ゲイシャ”に対する見解（間違った
解釈）がどのように生まれたのか、ス
テレオタイプが社会に果たす役割と
の関係を探ります。

５回
（月１回）

外 国 人 か ら 見 た
日本人と日本の文化

（土）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４/２０、５/１８、６/１５、
　　　　７/２０、９/２１
レベル　中学程度の英語力が必要
　　　　　（レベルチェック不要）
※テキスト代不要
２Ｂ・４Ｂ・６Ｂの鉛筆、消しゴム、汚
れても良い服かまたはエプロン持参。

この講座では、完璧な作品を作り上げ
ることよりも、絵を描くときのアプローチ
や手法を向上させることに重点を置く、
イギリスのアートスクールと同様のメ
ソッドを用います。授業は英語で行い、
短い時間でスケッチをする「スピード
ドローイング」や、輪郭のなぞり方、着
色、混色などを集中的に練習します。

５回
（月１回）

英語でアート教室
（水）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４/１６、５/２１、６/１８、
　　　　７/１６、９/２４
（第２・４・５現地学習を予定）
※現地学習時の保険代を含む。入場料は
別途必要
レベル　中級程度から
　　　　　（レベルチェック必要）

京都の歴史・文化に関する知識を英語で
学ぶコース。アメリカ・シアトル出身のトッ
ド・スチュワートさんが、西洋人の視点か
ら見た日本庭園について英語で紹介しま
す。今回は現地学習を中心に、日本庭園
のデザインや構成、またそこに込められた
意味や造園の背景について考えます。

５回
（月１回）

外国人と語る京都
「 ト ッ ド さ ん の
京都・日本庭園案内」

（土）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　４/１５、５/２０、６/１７、
　　　　７/１５、９/１６
レベル　中級程度から
　　　　　（レベルチェック必要）
※テキスト代不要

この講座は映画について英語で学ぶク
ラスです。映画がどのように、誰によって
作られたのか、どんなメッセージが込め
られているのか、そして大衆文化にどの
ような影響を与えたかなどについて、名
作の歴史などを通して学びます。

５回
（月１回）

英語で映画鑑賞
（金）

受講料　５,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　３/２４、３１
レベル　中級程度から
　　　　　（レベルチェック必要）

このコースでは、日本でもよく知られ
る西洋のアーティストを取り上げ、彼
らがいかに自分の評価を高めるため
に事実や経歴をゆがめ、「天才」と呼
ばれるようになったのかを考えます。

２回

英語で学ぶアート
の歴史：「天才」と
呼ばれるアーティ
ストたち　　（木）

受講料　５,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　３/２４、３１
レベル　中級前から中級程度まで
　　　　　（レベルチェック必要）

話題になった映画のワンシーンをいくつか
鑑賞しながら、字幕なしでセリフを聴き取り、
日常会話の中での語彙の使い方や、日常
生活に役立つ会話術と英会話表現を学ぶ
とともに，よりネイティブに近いスピードで発
音や聴き取りの練習をします。

２回
映 画 か ら 学 ぶ
使 え る 英 語

（木）

受講料　１,０００円
時　間　午後２時～３時
日　程　３/２３
レベル　中学程度の英語力が必要
　　　　　（レベルチェック不要）

好評につき、国内外で活躍する落語
家・林家染太さんの英語落語講座を
今年も開講します。今回は新しい小咄
に挑戦！また英語落語のちょっとした
身振りや、日本との表現・文化の違い
も学ぶことができます。

１回
落語家・林家染太さ
んの「おもしろ英語
落語講座」　　（水）

受講料　１,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　３/２９
レベル　中学程度の英語力が必要
　　　　　（レベルチェック不要）

京都在住スイス人映画監督ロジェー・ワルッ
ヒ氏の最新作『Ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｏｆ ｗａｔｅｒ―二人
は異文化の壁を乗り越えられるのか―』の上
映会（５１分）とトークショー。作品の解説を通
して日本と西洋の価値観や道徳、宗教の違
い、そして京都などについて語ります。

１回
ロ ジ ェ ー さ ん の
映画上映会＆トーク

　（火）

受講料　２,０００円（ケーキセット付き）
昼間：時　間　午前１０時～１２時
　　　日　程　３/２３
夜間：時　間　午後６時３０分～８時３０分
　　　日　程　３/３０
レベル　初心者から初級対象
　　　　　（レベルチェック必要）

日頃英語で話す機会が少ない、初
心者から初級レベルの方を対象と
した、フリートークスタイルのコース
です。自然な会話を通して日常会
話のコツを学びます。

各１回

実践英会話
マ ー ク と
コーヒーブレイク

（水）
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受講料　１６,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月４日～４月２５日

表計算ソフト・エクセルを使って、数
値入力、関数利用、ソート、グラフ作
成といった表計算ソフトの基本操作
を学びます。

１６時間
エクセル入門教室
（表計算）

　（月曜４回）

受講料　４,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月５日

ワードの基本操作はもちろんのことですが、一歩
上の便利な操作、逆に必要としていない困った
自動操作を外す等、覚えておくことによって文章
作成がスムーズに進みます。仕事や家庭での文
章作成に役立ててくださればと思います。

４時間一歩上のワード
操作　（火曜１回）

受講料　８,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月７・１４日

―パソコンの基本操作と　
　　　　文書作成の基礎知識―
基本操作をマスターし、Ａ４サイズの
紙を使って簡単な文書を作ってみま
しょう。実習の時間もたっぷりあります。

８時間
初 め て の
パソコン教室①
　（木曜2回）

受講料　８,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月２１日・２８日

表の作成とインターネットの基礎知識
※マウス操作とキーボードでの簡単
な文字入力にできる方対象
表計算ソフト、インターネットの機能に
ついて学びます。簡単なグラフの作成
や家の地図を印刷するなど、楽しみな
がら一歩ずつ学びましょう。

８時間
初 め て の
パソコン教室②
　（木曜2回）

受講料　８,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月８日・１５日

三つ折りになったパンフレットやチラシを見
られたことがあると思います。ワードを使え
ば思ったよりも簡単に作成することができま
す。１日目は三つ折りチラシを作成します。
２日目は数種類の地図を作成して、チラ
シに貼り付ける手順を覚えていただきます。

８時間
三つ折りチラシ
と 地 図 作 成
　（金曜2回）

受講料　８,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月１６日・２３日

パワーポイントを使って、見栄えの
良いプレゼンテーション資料を作成
します。

８時間
パワーポイント
入 門 教 室
　（土曜2回）

受講料　８,０００円（テキスト代込み）
時　間　午前１０時～３時
日　程　４月２０日・２７日

デジタルカメラの購入を考えられている方、
買ったけれど使い方がわからないという方
を対象の教室です。デジタルカメラの上手
な写し方、パソコンへ写真を取り込み、写真
の加工、データの管理等々行います。

８時間
デジタルカメラと
ファイル操作教室
　（木曜2回）

　4月パソコン教室昼間　（WindowsXPを使用。Vista、Windows７との違いも説明します。）

受講料（消費税含む）・時間・日程テーマ時間数科　　　　　　目

受講料　３２,０００円（テキスト代別途必要）
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月４日～８月１日

仕事で使う顧客名簿、売り上げデータ、住所
録などあらゆるデータをパソコン上で登録・
管理でき、自由にデータの抽出・更新を行え、
簡単に帳票作成までできます。特にエクセ
ルで大量のデータを管理されている方はア
クセスを習得することでさらにデータを容易
かつ汎用的に利用することが可能になりま
す。データベースの基本から始め、簡単なア
プリケーションを作成する事を行います。

３２時間

Ａｃｃｅｓｓ
データベース入門
（月曜１６回）

受講料　１６,０００円（テキスト代込み）
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　４月７日～６月２日

見栄えのよい表作成・定型入力を利用し
た作業効率改善・様 な々関数を利用した
集計作業・グラフ作成・マクロの記録など
のエクセル機能全体を使った講習です。
「エクセルをもう少し有効活用できないか」
と考えている方におすすめです。

１６時間

Excel
実用スキルアップ
　（木曜8回）

　パソコン教室夜間
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昨
年
七
月
に
実
施
し
ま
し
た
国
の

再
就
職
支
援
事
業
で
あ
る
「
緊
急
人

材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
」に
よ
る
職

業
訓
練
を
本
年
六
月
か
ら
三
ヶ
月

コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
非
正
規
労
働
者
、

自
営
業
を
廃
業
し
た
人
な
ど
雇
用
保

険
の
対
象
外
で
あ
っ
て
も
受
講
資
格

が
あ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
生
活
給
付
金
が
基
金
か
ら
給
付
さ

れ
ま
す
。
金
額
は
、
単
身
者
の
場
合

は
十
万
円
、
被
扶
養
者
の
あ
る
方
は

十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
い
く
つ
か
あ
る
訓
練

コ
ー
ス
の
う
ち
、
新
規
成
長
・
雇
用

吸
収
分
野
等
訓
練
コ
ー
ス
（
実
践
演

習
コ
ー
ス
）
の
営
業
・
販
売
・
事
務

分
野
の
事
務
職
で
就
職
を
目
指
す
方

を
対
象
と
し
た
「
オ
フ
ィ
ス
人
材
育

成
科
」
訓
練
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
内
容
は
、
学
科
部
門
と
し
て
、

①
人
事
・
労
務
管
理
、
②
労
働
・
社

会
保
険
事
務
、
③
給
与
計
算
・
年
末

調
整
、④
経
理
・
税
務
実
務
 、⑤
簿
記

二
級
・
三
級
 、
⑥
実
技
は
パ
ソ
コ
ン

技
能
習
得
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
支
援
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
と
転

機
、
キ
ャ
リ
ア
分
析
、
応
募
書
類
の

点
検
、
面
接
実
習
と
職
場
訪
問
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
人
事
・
労
務

管
理
は
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
な
が
ら

労
働
契
約
の
ポ
イ
ン
ト
、
就
業
規
則

の
作
成
、
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
・

退
職
、
派
遣
労
働
な
ど
を
学
び
、
労

働
・
社
会
保
険
実
務
と
給
与
計
算
・

年
末
調
整
は
担
当
講
師
が
作
成
し
た

資
料
を
用
い
て
、
労
働
・
社
会
保
険

実
務
は
、
社
会
保
険
の
適
用
・
種
類
・

緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
事
業

　「
年
越
し
派
遣
村
」か
ら
ま
る
二

年
。
そ
の
後
政
権
は
民
主
党
に
交

代
し
た
も
の
の
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
、
貧
困
、
自
己
破
産
や
ニ
ー
ト
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
自
殺
、
Ｄ
Ｖ
、
犯

罪
の
増
加
、
医
療
や
介
護
・
年
金
・

雇
用
・
環
境
な
ど
不
安
の
広
が
り

は
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
庶
民
の

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
少
し
で

も
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
京
都
労

働
者
福
祉
協
議
会
が
二
〇
〇
九
年

六
月
か
ら
ラ
ボ
ー
ル
京
都
五
階
に

「
き
ょ
う
と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
固
定
電
話
か
公
衆
電
話
な
ら
府
内

ど
こ
か
ら
で
も
０
１
２
０
倆
９
６
７
倆

９
７
６
（
く
ろ
う
な
く
な
ろ
）
に
無

料
で
繋
が
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
方
式

で
、
暮
ら
し
の
無
料
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
受
付
は
土
日
祝
祭
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
の
十
～
十
六
時
ま
で
、

常
時
二
名
の
相
談
体
制
で
、
勿
論
来

所
相
談
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
略
称
は
労

福
協
）の
歴
史
は
、誰
も
が
貧
困
だ
っ

た
戦
後
の
混
乱
期
、
家
庭
に
食
糧
や

生
活
物
資
を
届
け
る
た
め
に
結
成
さ

れ
た「
労
務
者
用
物
資
対
策
協
議
会
」

（
物
対
協
＝
一
九
四
九
年
東
京
で
結

成
）
が
そ
の
原
点
で
す
。
そ
し
て
、

今
日
ま
で
労
金
や
全
労
済
の
創
設
、

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
は
じ
め
労

働
者
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　
京
都
の
労
福
協
は
連
合
・
総
評
・

労
金
・
全
労
済
・
府
生
協
連
な
ど
が

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
路
線
の
違
い
を
超

え
て
「
福
祉
は
ひ
と
つ
」
と
運
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。合
い
言
葉
は「
一

人
は
万
人
の
た
め
に
、万
人
は
一
人

の
た
め
に
」で
す
。

　
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
、
活
力

あ
る
福
祉
社
会
実
現
の
取
組
と
し
て
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
相
談
は
、
す
で
に
四
〇
〇
件
を
超

え
、
高
齢
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
、
失
業
者
、
野

保
険
料
の
査
定
、
労
災
保
険
、
雇
用

保
険
の
仕
組
み
と
適
用
な
ど
を
、
ま

た
、
給
与
計
算
・
年
末
調
整
は
給
与

計
算
の
流
れ
と
作
成
義
務
、
年
末
調

整
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。経
理
・

税
務
実
務
は
、
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し

経
理
全
般
と
税
金
で
は
、
法
人
税
、

消
費
税
、
所
得
税
、
住
民
税
な
ど
の

税
額
・
税
率
と
計
算
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。
簿
記
は
、
時
間
数
を
多
く

取
り
日
商
簿
記
二
級
に
合
格
出
来
る

実
力
を
養
成
し
ま
す
。

　
実
技
部
門
の
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得

コ
ー
ス
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

か
ら
、
ワ
ー
ド
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て

の
文
書
作
成
、
エ
ク
セ
ル
で
の
表
計

算
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。

一
．
募
集
期
間

　
　
四
月
十
四
日
～
五
月
二
十
五
日

一
．
選
考
日
　
五
月
二
十
七
日

一
．
通
知
日
　
五
月
三
十
日

一
．
訓
練
期
間

　
　
六
月
十
三
日
～
八
月
三
十
一
日

 　
　
　
　
　（
土
・
日
、
祝
日
休
み
）

宿
者
な
ど
か
ら
、
労
働
相
談
は
も

ち
ろ
ん
、
多
重
債
務
、
住
居
喪
失
、

介
護
、
子
育
て
、
年
金
、
医
療
、
相

続
、
税
金
、
消
費
者
被
害
、
環
境
、

等
々
世
相
を
反
映
し
た
多
種
多
様

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
ん
な
相
談
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、労
働
団
体
・

行
政
・
経
営
者
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
福
祉
協
議

会
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
労
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
各
分
野
の

専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。今
後
は「
一

人
の
幸
せ
の
実
現
が
、
他
の
人
々

の
幸
せ
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
共

生
と
助
け
合
い
の
社
会
」
実
現
に

向
け
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

─
四
月
十
四
日
か
ら
募
集
開
始
、
訓
練
は
六
月
十
三
日
ス
タ
ー
ト
─

事
務
職
で
の
就
職
を
目
指
す「
オ
フ
ィ
ス
人
材
育
成
」訓
練
を
実
施

暮
ら
し
何
で
も
無
料
相
談

き
ょ
う
と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ご紹介



 （ 7 ）２０１１年３月１５日 第３２６号

■３／１１（金）
　＜ノンエリート大学生＞に伝えるべきこと
　　　　　　　　　　　―もう一つのキャリア教育―
　　　　講師：居神　浩さん　（神戸国際大学教授） 
■３／１４（月）
　大学における労働と雇用の現在
　　―＜高学歴ワーキングプア＞はどこから生まれているか―
　　　　講師：水月　昭道さん
　　　　　　　　（同志社大学講師、浄土真宗本願寺僧侶）
■３／２３（水）
　大学におけるキャリア教育の現状
　　　　　　　　―学生をいかにして社会へ送るか―
　　　　講師：窪田　通雄さん
　　　　　　　　（龍谷大学教授・キャリア開発部長） 
■３／２５（金）
　「就活」に思うこと　―企業人事の視点から―
　　　　講師：平田　権一郎さん
　　　　　　　　（株式会社島津製作所人事部長）
■３／２８（月）
　ＮＰＯが支える若者の自立―”働くこと”をどう支援するか―
　　　　講師：櫻井　純理さん
　　　　　　　　（立命館大学講師，大阪地方自治研究センター研究員）

の
申
込
み
可
）、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
学
園

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受

講
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
八
〇
一
倆
五
九
二
五

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
八
一
二
倆
一
五
〇
八

　
　E-m

ail
gakuen@

labor.or.jp

受
講
料
：
無
料

ま
彼
ら
を
取
り
巻
い
て
い
る
現
状
を

認
識
し
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

時
　
間
：
い
ず
れ
も
午
後
六
時
三
〇

分
か
ら
午
後
八
時
三
〇
分

申
込
み
：
お
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

は
が
き
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
、
参
加
の
回
（
複
数
回

　
い
ま
大
学
に
は
、
教
育
・
研
究
だ

け
で
な
く
、
学
生
を
雇
用
へ
つ
な
げ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
役
割
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
大
学
進
学

率
の
上
昇
に
伴
い
、
か
つ
て
の
「
選

ば
れ
た
大
学
生
」
像
と
は
違
う
多
様

な
学
生
が
登
場
し
て
き
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
彼
ら
が

「
社
会
人
に
な
る
」
と
い
う
意
味
や

そ
れ
に
伴
う
課
題
も
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
と
し
て
社
会
に
出
ざ
る
を
得

な
い
一
定
層
の
〈
ノ
ン
エ
リ
ー
ト
大

学
生
〉
の
教
育
に
取
り
組
む
大
学
や
、

研
究
者
を
輩
出
す
る
機
関
で
あ
る
は

ず
が
〈
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
〉

の
問
題
に
悩
む
大
学
院
の
現
状
を
捉

え
、
ま
た
、
学
生
を
採
用
す
る
人
事

担
当
者
の
立
場
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

現
状
を
考
え
ま
す
。さ
ら
に
は
、も
っ

と
広
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
の
よ
う
な
社
会
的
企
業
で
の

労
働
と
い
う
視
点
か
ら
も
今
の
学
生

に
と
っ
て
の
「
働
く
」
意
味
を
問
い

直
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
学
生
や
若
者
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら

を
支
え
見
守
る
立
場
と
し
て
も
、
い

第９回新公益法人制度検討委員会報告
　１月２８日（金）に第９回の検討委員会が開催されました。これまでの委員会で、学園の事業をすべて「公益目的事業」と
して申請する方針を立ててきましたが、６月の園員総会で申請の承認を得るため、具体的な認定申請手続きに沿った検討を行
いました。
　申請に当たっては、当学園の各種事業が国の示す公益目的事業であると認定されるように事業の目的や内容を的確に記載す
ることが求められるため、事業の形態や内容により事業区分やくくり方などを慎重に議論しました。
　併せて、申請に必要な学園の財務に関する公益認定の基準（例　収支相償、遊休財産額など）に係る書類についても検討し
ました。
　今後は、認定申請と定款の整合性を確認しておく必要があるため「定款の変更の案」の検討などを行うことになります。

二
〇
一
一
年
　
春
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
〔
参
加
無
料
！
〕

学
生
が
社
会
人
に
な
る
こ

学
生
が
社
会
人
に
な
る
こ
とと
――
教
育
か
ら
雇
用
へ

教
育
か
ら
雇
用
へ

府市民教室：新講座紹府市民教室：新講座紹介介 「幕末維新への招待」教室紹介
講　師：笹部　昌利（仏教大学・京都産業大学講師）
　２０１０年は大河ドラマによって幕末維新が注目の的となりま
した。改めて、龍馬たちが、いかに考え活動したのかを問い
直しましょう。すると、龍馬たちだけでなく、彼らを育んだ
時代の激動を理解できるでしょう。
　幕末に起こったさまざまな事件・事象について書かれた手
紙や日記などを一緒に読み解き、共に考える場にしたいと思
います。さあ、このゼミナールで幕末維新への扉を開きましょう。

【講義内容】　４／１６幕末維新の学び方、５／２１　坂本龍馬、
　　　　　　６／１８池田屋事件と新選組、９／１７井伊直弼、
　　　　　　１０／１５三条実美
◆受講料：５回　６,０００円　（初回に資料代２５０円必要）
◆受講日：毎月第３土曜日（７月、８月は休講）※継続受講も可能です
　　　　　４月１６日、５月２１日、６月１８日、
　　　　　９月１７日、１０月１５日
◆時　間：午後１時３０分～３時３０分　◆持参品：筆記用具



２０１１年３月１５日 第３２６号 （ 8 ）

家庭菜園・ガーデニングに役立つ
講　　師： 藤目 　 幸擴 　（京都府立大学名誉教授）

ふじめ ゆきひろ

日　　程：第１回　平成23年6月25日（土）
　　　　　第２回　平成23年7月23日（土）
時　　間：午前10時～正午
受講場所：ラボール京都４階　第１会議室
定　　員：３０名（農業体験受講者と同席）
申 込 み：５月９日（月）午前１０時から受付開始（先着順）
　※受講料を持参のうえ、直接ラボール学園までお越しください。

３月４日　２０１１年度春期京都労働学校・
　　　　　市民英会話教室・４月パソコン教室受付開始
３月２４日　２０１０年度秋期京都労働学校修了式　　
３月中　　公開セミナー（５回開催）
４月４日　２０１１年度春期京都労働学校入学式
　　　　　２０１１年度第１期府市民教室受付開始
４月２９日～５月５日は休講

２０１1年3月～4月の予２０１1年3月～4月の予定定

生
活
充
実
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し

好
評
を
得
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
度

は
現
地
で
の
農
業
体
験
に
加
え
「
園

芸
の
栽
培
」
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

を
わ
か
り
や
す
く
学
ん
で
い
た
だ
け

る
講
座
も
行
い
ま
す
。「
園
芸
の
栽
培

講
座
」
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

対
象
：
京
都
市
内
に
お
住
ま
い
又
は

勤
務
さ
れ
て
い
る
農
業
に
興
味
を

夢
・
浪
漫
・
農
業
体
験
」
を
実
施
し
、

昨
年
か
ら
は
対
象
範
囲
を
広
げ
、
十

六
歳
以
上
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
た

　
京
都
労
働
学
校
で
は
二
〇
〇
七
年

度
か
ら
三
年
間
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
充

実
支
援
と
し
て
「
大
原
百
井
の
里
・

二
〇
一
一
年
度
京
都
労
働
学
校
・
勤
労
者
の
生
活
充
実
支
援
事
業

園芸の栽培講座
６月２５日（土）●園芸の栽培講座１●
・栽培の基礎はなに？
・育苗用土と栽培土壌　
・ 畦 はなぜ必要か？
うね

・肥料の種類（多量要素と微量要素）
・ 潅水 方法
かんすい

・植物体の構成（根、茎と葉）
・栽培用語と栽培道具

７月２３日（土）●園芸の栽培講座２●
・種子の種類
・なぜ育苗が必要なのか？　
・定植準備（耕耘、元肥）
・定植の実際（マルチとべたがけ）
・管理作業（ 潅水 、中耕・除草、整枝・誘引、追肥）

かんすい

・生長と発育の違い
・野菜の名前の色々

み
ど
り
豊
か
な
大
原
百
井
の
里
で

　
　
　
   米
作
り
・
野
菜
作
り
体
験

農業体験受講日程表　　　　　　　　　　■現地実習６回・講座２回■

電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
簡
単
な
応
募
動
機

を
明
記
の
う
え
下
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
※
御
夫
婦
・
グ
ル
ー
プ
（
二
名
ま

で
）
で
お
申
込
み
の
場
合
は
、

二
名
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号（
自

宅
・
携
帯
）
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
平
成
二
十
三
年
（
二
〇

一
一
年
）
四
月
十
八
日（
月
）必
着

　
三
年
間
の
農
業
体
験
ブ
ロ
グ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ラ
ボ
ー
ル
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.labor.or.jp.gakuen

自由参加日日程（５回）

お
持
ち
の
十
六
歳
以

上
の
方
（
全
日
制
高

校
生
を
除
く
。）

　
※
原
則
全
日
程
参
加

可
能
な
方

場
所
：
百
井
青
少
年
村

　
京
都
左
京
区
大
原
百

井
町
三
五
六

　
※
現
地
集
合
・
現
地

解
散

定
員
：
三
十
名

　
※
お
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

　
※
四
月
十
九
日（
火
）

抽
選

　
※
抽
選
結
果
は
四
月

二
十
五
日（
月
）に

は
が
き
を
発
送
し

ま
す
。

お
申
込
み
：

　
官
製
は
が
き
に
「
行

事
名
（
大
原
百
井
の

里
・
農
業
体
験
）・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・

※日程表にそって作業を進めますが、天候などの諸事情により作業内容を変更することがあります。

■雑草の成長が早いので受講日以外にもご参加をお願いします■

作業内容・受講内容時間場　所日　程

オリエンテーション（約２時間）第２教室午後１時３０分ラボール学園５月７日（土）

開講式・田植え・畝上げ・種まき・苗の植え付け午前９時～百井青少年村５月２１日（土）

畝上げ・種まき・苗の植え付け・水やり・畑の草取り
防鳥ネット張り午前９時～百井青少年村６月１１日（土）

園芸の栽培講座午前１０時～ラボール学園６月２５日（土）

間引き・水やり・畑の草取り・防鳥ネット張り午前９時～百井青少年村７月１６日（土）

園芸の栽培講座午前１０時～ラボール学園７月２３日（土）

夏野菜一部収穫・畝上げ・秋野菜種まき・苗の植え
付け午前９時～百井青少年村８月２０日（土）

稲刈り・間引き・水やり・畑の草取り午前９時～百井青少年村９月２４日（土）

秋野菜収穫・収穫祭・現地修了式午前９時～百井青少年村１０月２２日（土）

時　　　　　間場　所日　程

いずれも午前９時から午後３時の間なら何時でもご参加ください。
（現地スタッフが待機しています。）百井青少年村

６月４日（土）

７月２日（土）

８月６日（土）

９月３日（土）

１０月１日（土）


